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 [授業の概要・目的]
統計に関する知識は、実験、試験、調査などの結果を用いた実証研究を行う上でなくてはならない
ものである。生活に関わるさまざまな効果やリスクがデータとともに語られ、生活者としても統計
に対するリテラシーが求められるようになった。企業活動では、情報技術の発展によって、日々膨
大なデータが生成されており、その活用が求められるようになった。
本講は、研究や、生活、社会・経済活動に不可欠な統計を、集計・分析し、理解する力を養うこと
をひとつめの目的として、科目「統計入門」で扱えなかった、やや発展的な話題を中心に講義する
ことで、より発展的な統計・統計学の学習への礎となることを目指す。
本講義は、文部科学省のモデルカリキュラム(応用基礎レベル)の、データサイエンス基礎・データ
エンジニアリング基礎・AI 基礎をバランスよくカバーする形で構成されている。
具体的には、平均の差の検定、分散分析、相関と回帰・判別分析の基礎について解説するとともに、
一般化線形モデルによるこれらの統一的な理解を行う。さらに、因果推論の基本的な考え方と、具
体的な方法についても解説を行う。
さらに、本講では第二の目的として、近年注目されている人工知能について、その基本的な考え方
や応用について理解することで、現在も目まぐるしい早さで発展している当該分野への橋渡しを行
う。近年の人工知能技術は膨大なデータをもとにした統計的なアプローチに基づいており、統計学
がどのような形でその基礎を形作っているかを中心に学ぶ。
具体的には、機械学習における基本的な統計的手法をはじめ、ニューラルネットワーク、深層学習
など、近年大きく発展している技術、また、それらの応用として自然言語処理や画像処理などの話
題について解説する。
本講は、統計分析手順や人工知能手法の機械的な利用や解釈だけを講義するのではなく、その基礎
となる考え方を学ぶことを目指しているが、あくまで直感的な理解を目指すことを主な目標とし、
厳密な数学的証明等は避ける。 

なお、本講義の単位（2単位）を修得することで、文部科学省が定める数理・データサイエンス・
AI教育プログラム応用基礎レベル(MDASH Advanced Literacy)修了証の取得が可能である。修了証取
得の手続きについては、講義内で担当教員より指示がある。

 [到達目標]
1. 統計的検定と推定の考え方、とくに平均の差の検定・分散分析の考え方を理解し、これを実施で
きる。
2. 相関と回帰について理解し、これを実施できる。
3. 因果推論の基本的な考え方と手法を理解する。
4. 人工知能・機械学習の基本的な考え方と手法を理解する。
5. 統計と人工知能の手法と応用について幅広く知り、今後の学習につなげる。

 [授業計画と内容]
授業回数はフィードバックを含め全15回とする

- 統計の基礎概念の復習（検定・推定）3回

統計と人工知能(2)へ続く↓↓↓



統計と人工知能(2)

- 相関・回帰分析 2回
- 統計的因果推論 1～2回
- アルゴリズムとデータ構造（プログラミングの復習を含む） 1回
- 人工知能概説（AIの歴史と応用分野） 1回
- 機械学習（認識・予測・判断） 2回
- ニューラルネットワーク・深層学習の基礎と展望 1～2回
- 自然言語処理・画像処理 1～2回
- 発展的話題（AIの実社会応用・社会の関わり） 1回

（上記予定は目安であり、実際の講義の進度に応じて変更・前後することがある）

 [履修要件]
「統計入門」レベルの内容を理解していることが望ましい。

 [成績評価の方法・観点]
随時実施するテストやレポート等によって、講義で解説した基本的概念・原理の理解度、データの
収集・集計・分析・解釈についての応用力を評価する。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
京都大学　データ科学イノベーション教育研究センター 『講義実録　統計入門』（現代図書, 2023）
ISBN:978-4-434-31857-3

 [授業外学修（予習・復習）等]
講義を中心とするが、講義で扱った内容を、具体的なデータを用いて復習することが望ましい。ま
た、講義中に演習課題を出題する。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


